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0
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五
、
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と
め

一
、
は
　
じ
　
め
　
に

和
化
漢
文
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
（
シ
ム
）
」
の
意
味
用
法
を
見
る
と
、
使
役
（
広
い
意
味
で
の
）
と
尊
敬
（
「
令
～
給
」
形
式
）
の
範
疇
に
入

『
吾
妻
鏡
』
　
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
の
用
法
に
つ
い
て
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ら
な
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
議
論
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
問
題
と
な
る
「
令
」
を

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

使
役
・
尊
敬
・
謙
譲
の
三
類
に
摂
す
る
考
え
の
ほ
か
、
「
再
帰
的
用
法
」
、
「
被
支
配
待
遇
的
な
表
現
」
、
あ
る
い
は
「
荘
重
表
現
効
果
を
有

（4）

す
る
補
助
動
詞
的
用
法
」
等
と
い
っ
た
説
明
が
示
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
充
分
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
「
令
」
が
単
独
で
尊
敬
や
謙
譲
の
意
味
を
表
す
と
す
る
立
場
に
立
て
ば
、
「
ス
・
サ
ス
」
と
は
異
な
り
「
シ
ム
」
だ
け
に
そ
の
よ

う
な
用
法
が
あ
り
う
る
こ
と
へ
の
説
明
が
必
要
と
な
る
。
「
再
帰
的
用
法
」
や
「
被
支
配
待
遇
的
表
現
」
と
い
う
捉
え
方
は
示
唆
に
富
む
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
方
向
か
ら
の
究
明
は
、
そ
の
後
進
ん
で
い
な
い
。
か
つ
て
本
稿
の
筆
者
も
『
御
成
敗
式
目
』
　
の
「
令
」
を
取
り
上
げ
て
、

「
令
」
単
独
で
尊
敬
や
謙
譲
を
表
す
例
の
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
問
題
と
な
る
「
令
」
は
「
当
為
」
と
も
い
う
べ
き
用
法
で
あ
る
こ
と
を
述

（5）

べ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
御
成
敗
式
目
』
は
法
令
集
で
あ
り
、
文
表
現
が
類
型
的
で
あ
っ
て
、
分
量
も
少
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ

こ
に
見
ら
れ
る
「
令
」
は
自
ず
か
ら
用
法
も
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
問
題
と
な
る
「
令
」
を
「
当
為
」
　
の
用
法
と
し
て
一
括
り
に
し
て

説
明
し
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
令
」
の
使
用
頻
度
が
高
く
、
し
か
も
用
法
も
多
彩
で
あ
る
『
吾
妻
鏡
』
を
取
り

上
げ
て
、
そ
の
「
令
」
　
の
意
味
用
法
を
整
理
し
て
、
和
化
漢
文
の
「
令
」
の
用
法
に
つ
い
て
の
再
考
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

（6）

『
吾
妻
鏡
』
　
の
「
令
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
青
木
孝
氏
と
松
下
貞
三
氏
の
論
考
が
あ
る
。
青
木
氏
は
、
「
令
」
を
使
役
・
尊
敬
・
謙
譲
の

三
類
に
分
け
ら
れ
、
特
に
謙
譲
用
法
に
つ
い
て
、
一
人
称
に
用
い
ら
れ
る
も
の
の
他
に
、
二
人
称
（
尊
大
語
）
や
三
人
称
に
も
謙
譲
用
法
の
「
令
」

を
認
め
る
べ
き
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
。
松
下
氏
は
、
『
吾
妻
鏡
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
全
て
の
「
令
」
を
対
象
に
さ
れ
、
そ
の
意
味
用
法
を
八

類
に
分
け
、
そ
れ
ら
の
意
味
用
法
を
和
化
漢
文
と
し
て
の
表
記
体
の
性
格
と
関
連
さ
せ
て
考
察
さ
れ
、
和
化
漢
文
の
「
令
」
に
つ
い
て
の
研

究
を
深
め
ら
れ
た
。
氏
の
示
さ
れ
た
分
類
に
つ
い
て
、
典
型
的
な
使
役
と
尊
敬
（
令
～
給
」
）
用
法
を
除
く
六
類
を
若
干
の
例
と
共
に
引
用
す

る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
所
在
は
『
国
史
大
系
本
』
　
に
よ
っ
て
示
し
て
お
ら
れ
る
。
訓
点
は
省
略
し
た
。
）

〔尊敬〕①
北
条
殿
、
同
四
郎
主
（
略
）
等
自
二
土
肥
郷
岩
浦
一
、
刊
レ
乗
レ
船
、
又
指
t
房
州
一
解
レ
統
（
前
4
2
9



〔
謙
譲
〕②頼
朝
為
二
伊
豆
国
流
人
一
雄
レ
不
レ
蒙
二
指
御
定
一
忽
廻
二
等
策
一
可
レ
追
二
討
御
敵
乏
由
、
単
結
構
一
候
之
問
（
前
欄
再
）

〔
使
役
3
　
受
身
近
似
〕

③
次
制
レ
補
二
地
頭
一
之
輩
、
或
背
二
先
例
一
或
違
二
父
祖
例
一
（
後
2
2
9
月
）

④
安
田
巳
下
之
家
人
等
又
不
レ
免
二
射
刃
一
、
然
而
景
久
郵
政
伏
一
逐
電
云
々
（
前
4
0
ゴ

〔
使
役
4
　
許
可
・
放
任
〕

⑤
石
橋
合
戦
之
時
、
令
l
レ
同
二
意
景
親
一
殊
現
二
無
道
乏
間
（
前
5
7
9

⑥
父
入
道
其
過
雄
二
惟
畢
猶
欲
レ
有
二
宥
沙
汰
乏
虞
、
剣
岳
殺
】
畢
（
前
8
6
雄
）

〔
使
役
5
　
な
り
ゆ
き
・
あ
り
さ
ま
・
継
続
〕

⑦
重
助
者
、
猶
剖
レ
属
二
平
家
一
背
二
度
々
召
一
畢
（
前
Ⅲ
一
5
）

⑧
此
間
故
祐
経
テ
レ
今
剣
呑
傘
者
、
定
入
レ
興
之
由
、
被
二
仰
串
頗
有
二
御
落
涙
之
無
二
云
々
（
前
猶
ゴ

〔
使
役
6
　
完
了
・
確
認
〕

⑨
足
利
又
太
郎
忠
綱
錐
レ
制
レ
同
二
憲
子
義
広
一
野
木
宮
合
戦
敗
北
之
後
、
悔
一
先
非
二
前
6
8
ゴ
（
過
去
完
了
）

⑩
刻
レ
首
後
、
経
二
日
数
乏
故
、
其
面
殊
改
錐
レ
令
l
レ
変
、
大
略
無
二
相
準
（
前
7
7
一
4
）
（
現
在
完
了
）

⑪
今
度
不
レ
遂
二
合
戦
一
、
部
面
準
者
、
有
二
何
眉
目
一
哉
（
前
脚
J
（
未
来
完
了
）

〔
そ
の
他
〕
⑫
御
家
人
内
藤
盛
家
、
去
年
春
以
後
制
レ
乱
二
人
干
周
防
国
遠
石
庄
内
石
清
水
別
宮
領
一
刃
二
傷
神
人
友
国
一
抑
二
留
神
税
一
（
前
4
3
3
4
）
（
丁
寧
）

⑬
於
レ
為
こ
一
向
狂
人
一
者
、
秀
衡
争
剖
レ
賞
哉
之
由
、
二
品
聯
有
二
御
猶
予
一
（
前
溝
一
3
）
（
意
志
近
似
）

⑭
盛
綱
（
略
）
遂
剖
レ
着
二
向
岸
一
迫
二
落
行
革
　
（
前
1
2
9
ゴ
（
可
能
近
似
）

『
吾
妻
鏡
』
　
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
　
の
用
法
に
つ
い
て
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八

松
下
氏
の
意
味
用
法
の
記
述
内
容
を
こ
こ
に
詳
し
く
述
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
な
お
検
討
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
右

例
①
②
の
如
く
「
令
」
単
独
で
尊
敬
あ
る
い
は
謙
譲
を
表
す
用
法
を
認
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
使
役
の
助
動
詞
「
令
」
の
意
味
用
法
を
〔
使
役

6
　
完
了
・
確
認
〕
と
い
っ
た
時
制
の
概
念
を
持
ち
込
ま
れ
て
説
明
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
等
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
八
類
に
分
け
ら
れ
た
用
法

の
相
互
関
係
と
い
う
点
か
ら
、
右
の
分
類
に
は
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
吾
妻
鏡
』
の
多
彩
な
「
令
」
の
意
味
用
法
を
体
系
的
構
造

的
に
把
握
す
る
試
み
は
な
お
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

（7）

本
稿
の
調
査
に
用
い
た
『
吾
妻
鏡
』
の
底
本
は
寛
永
三
年
整
版
本
で
あ
る
。
国
史
大
系
本
に
比
す
る
に
、
「
令
」
に
関
す
る
異
同
は
ご
く
稀

で
あ
る
。
な
お
、
今
回
の
調
査
は
巻
十
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
全
体
の
約
五
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
「
令
」
は
一
二
一
〇
例
も

得
ら
れ
る
の
で
、
『
吾
妻
鏡
』
　
の
「
令
」
の
用
法
は
大
略
こ
こ
ま
で
に
出
尽
く
し
て
い
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
下
に
『
吾
妻
鏡
』
　
の
「
令
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
用
例
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
煩
を
避
け
て
寛
永
版
本
の
訓
点
は
省
略
し
た
。

二
、
使
役
（
尊
敬
）
表
現
の
「
令
」

使
役
表
現
は
、
使
役
主
と
動
作
主
と
の
間
の
意
志
の
相
関
か
ら
、
《
強
制
》
《
放
任
》
の
用
法
に
分
け
ら
れ
る
。

0
強
制
動
作
主
に
そ
の
行
為
を
す
る
よ
う
し
む
け
る
意
の
《
強
制
》
の
「
令
」
に
つ
い
て
は
、
取
り
立
て
て
論
ず
べ
き
こ
と
は
な
い
。

1
武
衛
、
又
剖
レ
持
二
宿
衣
一
領
於
千
手
前
二
更
被
こ
送
畢
　
（
三
2
2
オ
）

2
遣
二
郎
従
等
於
方
々
一
、
郵
相
尋
一
（
一
2
2
オ
）

1
の
よ
う
に
、
動
詞
の
下
に
動
作
主
（
千
手
前
）
が
置
か
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
2
の
よ
う
な
形
式
で
動
作
主
が
「
令
」
に
前
置
さ
れ

る
構
文
（
「
遣
シ
テ
」
の
他
、
「
招
テ
・
仰
セ
テ
・
召
出
シ
・
相
語
テ
・
差
進
セ
テ
・
差
置
テ
・
勧
テ
」
な
ど
）
で
あ
れ
ば
《
強
制
》
た
る
こ
と
が
、

構
文
上
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
三
割
程
度
に
す
ぎ
な
い
。



⇔
放
任

動
作
主
の
行
為
を
妨
げ
な
い
意
の
《
放
任
》
の
「
令
」
と
さ
れ
る
例
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。

3
父
入
道
其
過
雄
二
惟
重
一
、
猶
欲
レ
有
二
宥
沙
汰
一
之
虞
、
刹
二
自
殺
一
軍
、
後
悔
無
レ
益
レ
食
レ
臍
（
二
2
7
ウ
）

4
合
戦
巳
敗
北
、
存
下
部
一
朝
政
夫
亡
一
欺
之
由
上
、
馳
レ
駕
向
二
千
義
広
陣
方
一
（
二
8
オ
）

4
は
、
朝
政
を
客
語
と
見
う
る
の
で
《
放
任
》
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
朝
政
を
主
語
（
使
役
主
）
に
と
る
こ
と
も
和
化
漢
文
の
表
記
習
慣

か
ら
見
て
可
能
で
あ
る
。
《
放
任
》
と
は
動
作
主
が
客
語
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
場
合
に
は
意
味
が
変
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

間
題
に
つ
い
て
は
後
の
四
節
で
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

0
強
制
・
0
放
任
の
用
例
数
は
、
H
が
二
三
六
例
・
畠
が
二
例
で
あ
る
。
た
だ
、
松
下
氏
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

和
化
漢
文
と
い
う
表
記
体
で
は
、
使
役
主
と
動
作
主
と
の
関
係
は
文
構
造
の
上
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
、
語
と
語

と
の
資
格
関
係
の
取
り
方
に
よ
っ
て
「
令
」
　
の
意
味
把
握
も
変
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
稿
で
示
す
用
法
ご
と
の
用
例
数
も

変
更
の
可
能
性
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

臼
尊
敬
《
尊
敬
》
の
「
令
」
も
、
便
宜
こ
こ
で
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

「
令
～
給
」
「
令
～
御
」
の
形
式
で
《
尊
敬
》
を
表
す
「
令
」
は
四
七
四
例
を
数
え
る
（
「
令
～
給
」
形
式
が
四
五
八
例
、
「
令
～
御
」
形
式
が
一

（8）
五
例
）
。
「
令
～
御
」
形
式
は
頼
朝
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
も
稀
に
あ
る
（
二
例
）
が
、
他
は
帝
・
上
皇
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
。
「
令
」

の
単
独
用
法
で
《
尊
敬
》
を
表
す
も
の
と
積
極
的
に
認
め
る
べ
き
例
は
本
稿
の
調
査
範
囲
に
は
見
ら
れ
な
い
。
松
下
氏
が
尊
敬
と
さ
れ
る
例

に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。

『
吾
妻
鏡
』
　
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
　
の
用
法
に
つ
い
て



鎌
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三
、
他
動
詞
文
構
成
の
「
令
」

使
役
表
現
と
他
動
詞
と
は
、
竃
者
へ
の
働
き
か
け
》
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
使
役
表
現
は
在
役
主
が
動
作
主
に
そ
の
動
作
を

動
作
主
の
意
志
‥
王
体
に
お
い
て
さ
せ
る
》
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
動
詞
の
方
は
動
作
主
の
意
志
・
主
体
性
を
没
却
し
て
い
る
点
で
、

（9）

両
者
は
そ
の
表
現
性
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
「
令
」
の
意
味
用
法
が
論
じ
ら
れ
る
場
合
、
使
役
表
現
と
他
動
詞
文
と
を
区
別
し
な
い

で
、
使
役
と
し
て
一
括
し
て
説
か
れ
て
き
て
い
る
が
、
両
者
を
区
別
し
て
み
る
と
、
「
令
」
は
使
役
表
現
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
他
動
詞
文

構
成
に
も
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
ず
、
和
語
の
他
動
詞
語
尾
「
ス
」
に
相
当
す
る
用
法
の
「
令
」
（
i
）
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

5
又
為
レ
剣
レ
見
二
放
火
之
煙
」
以
二
御
厩
舎
入
江
太
新
平
次
一
雄
レ
令
レ
昇
二
子
樹
之
上
一
（
一
1
3
オ
）

6
彼
女
以
二
件
軍
制
レ
見
二
当
時
夫
一
（
六
5
7
ウ
）

7
於
二
遍
照
寺
奥
」
大
覚
寺
北
、
菖
蒲
択
一
虜
二
権
亮
三
位
中
将
惟
盛
卿
嫡
男
一
（
略
）
剖
レ
乗
レ
輿
、
被
レ
向
二
野
地
乏
虞
（
五
2
6
オ
）

8
件
居
所
為
二
要
害
之
地
」
前
途
行
路
、
共
以
可
レ
剖
レ
煩
二
人
馬
一
間
（
一
9
オ
）

9
又
曝
二
死
骸
乏
時
、
為
レ
剣
レ
知
二
姓
字
人
一
撃
付
レ
簡
寿
（
二
1
7
オ
）

1
0
本
目
為
レ
先
二
猛
悪
↓
剖
レ
慎
二
諸
人
愁
乏
由
謳
歌
（
四
3
8
ウ
）

5
6
の
「
令
レ
見
」
は
、
5
で
は
、
江
太
新
平
次
を
木
に
登
ら
せ
て
放
火
の
煙
を
「
見
さ
せ
た
」
と
い
う
意
で
、
こ
れ
は
使
役
表
現
（
竃
制
》
）

で
あ
る
。
し
か
し
、
6
は
手
紙
を
夫
に
「
見
せ
た
」
の
意
の
他
動
詞
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
7
は
、
軍
水
版
本
の
訓
は
「
ノ
セ
シ
ム
」

と
あ
る
の
で
あ
る
が
、
輿
に
「
乗
せ
」
た
と
も
解
し
う
る
。
8
9
1
0
の
「
令
二
動
詞
L
は
、
「
煩
は
す
」
「
知
ら
す
」
「
懐
か
す
」
と
い
う
一
方

的
他
動
行
為
を
表
す
他
動
詞
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
ス
」
と
同
様
に
「
令
」
に
も
他
動
詞
語
尾
を
構
成
す
る
用
法
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。



和
語
動
詞
の
接
尾
辞
「
ス
」
は
他
動
詞
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
無
意
志
動
詞
を
意
志
動
詞
に
転
換
す
る
も
の
で
あ
る
と
も

言
え
る
。
「
令
」
　
に
も
無
意
志
動
詞
の
意
志
動
詞
化
と
見
ら
れ
る
用
法
（
＝
1
1
）
が
あ
る
。

1
1
其
狐
、
剣
レ
変
二
老
翁
一
忽
然
来
授
二
刀
井
抽
櫛
等
於
嬰
児
」
於
二
翁
深
窓
一
部
轟
音
去
、
可
レ
為
二
日
本
国
事
　
（
八
2
7
ウ
）

1
2
両
為
二
囚
人
乏
時
、
悉
以
分
散
、
今
聞
下
候
二
御
共
一
之
由
い
郵
癖
集
一
欺
（
九
2
9
オ
）

1
3
錐
レ
為
レ
僧
、
剖
レ
達
二
武
芸
乏
間
、
今
度
相
二
伴
之
】
云
々
（
九
3
6
オ
）

1
4
家
綱
等
、
馳
二
到
干
其
船
津
一
先
為
レ
度
二
行
家
一
道
二
二
人
使
者
於
行
家
之
船
」
可
下
有
二
談
今
事
い
称
下
可
二
来
臨
一
由
い
行
家
、
刊
レ
察

二
家
綱
等
造
意
」
斬
二
二
人
使
者
首
一
（
二
3
7
ウ
）

1
1
の
「
変
ズ
」
は
そ
れ
自
体
は
自
他
両
用
の
動
詞
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
令
」
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
（
老
翁
に
姿
を
）
変
え
る
」

と
い
う
意
志
動
詞
に
転
換
さ
せ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
密
音
ス
」
及
び
1
2
「
群
集
ス
」
は
自
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
意
志
動
詞

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
1
3
「
達
ス
」
、
1
4
「
察
ス
」
も
、
こ
の
場
合
の
意
味
と
し
て
は
意
志
的
行
為
で
あ
る
こ
と
を
「
令
」
の
添
加
に
よ
っ
て

合
意
さ
せ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
松
下
氏
が
「
尊
敬
」
と
さ
れ
た
前
掲
①
及
び
「
そ
の
他
（
可
能
近
似
）
」
と
さ
れ
た
⑭
も
意
志

的
行
為
を
示
す
用
法
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
使
役
5
　
な
り
ゆ
き
・
あ
り
さ
ま
・
継
続
」
と
さ
れ
た
⑧
も
、

「
存
命
ス
」
と
い
う
無
意
志
動
詞
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
祐
経
の
立
場
に
立
っ
て
、
そ
の
意
志
的
主
体
的
行
為
の
如
く
表
現
し

た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
態
を
動
作
主
と
す
る
無
意
志
動
詞
に
「
令
」
が
付
せ
ら
れ
る
場
合
（
一
1
1
1
）
も
あ
る
。

1
5
長
門
江
太
景
国
、
蒙
二
御
墓
所
御
気
色
の
是
奉
レ
扶
二
持
御
妾
若
公
】
　
（
略
）
事
、
依
レ
令
二
露
顕
一
也
（
六
6
0
ウ
）

1
6
平
家
窯
類
等
、
在
二
伊
勢
国
】
之
由
、
依
レ
令
二
風
聞
一
遣
二
軍
士
】
之
時
者
（
三
2
5
ウ
）

こ
れ
ら
も
、
「
露
顕
ス
」
「
風
聞
ス
」
と
い
う
事
態
の
実
現
が
人
為
的
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
を
「
令
」
　
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の

と
解
さ
れ
る
。

『
吾
妻
鏡
』
　
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
　
の
用
法
に
つ
い
て
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二

漢
語
サ
変
動
詞
に
は
、
自
他
の
区
別
が
曖
昧
で
意
志
動
詞
で
あ
る
か
無
意
志
動
詞
で
あ
る
か
の
区
別
は
形
態
の
上
か
ら
は
判
別
し
に
く
い

も
の
が
和
語
に
比
し
て
少
な
く
な
い
。
そ
の
欠
を
補
い
意
志
動
詞
の
意
を
顕
現
す
べ
く
「
令
」
が
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
他
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
、
意
味
上
明
ら
か
で
あ
る
サ
変
動
詞
に
付
せ
ら
れ
る
「
令
」
も
あ
る
（
・
Ⅳ
）
。

1
7
仰
日
、
令
l
レ
誅
二
兼
隆
い
欲
レ
備
二
義
兵
之
始
一
乗
十
六
日
必
可
二
帰
参
者
（
一
1
1
オ
）

1
8
乳
母
夫
、
中
三
権
守
兼
遠
懐
レ
之
（
三
歳
の
義
仲
）
、
遁
二
干
信
濃
国
一
利
レ
養
二
育
之
一
（
一
2
4
ウ
）

1
9
伯
膏
守
時
家
、
初
参
二
武
衛
」
是
時
忠
息
也
、
司
馬
刹
レ
賞
二
翫
之
の
為
二
聾
軍
（
二
2
4
ウ
）

2
0
静
（
静
御
前
）
者
、
執
行
、
頗
却
一
憐
懲
」
相
労
之
後
（
五
1
8
オ
）

右
の
他
に
「
扶
持
ス
・
賞
ス
・
遺
言
ス
・
免
許
ス
・
焚
焼
ス
・
免
除
ス
・
誅
致
ス
・
追
伐
ス
・
悩
乱
ス
」
な
ど
に
付
く
例
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
、
上
位
の
も
の
が
下
位
の
も
の
に
一
方
的
に
働
き
か
け
る
能
動
的
行
為
を
表
す
動
詞
に
付
せ
ら
れ
た
「
令
」
は
、
動
詞
自
体
の
持

つ
他
者
へ
の
一
方
的
働
き
か
け
と
い
う
能
動
的
意
味
を
「
令
」
で
明
示
せ
ん
と
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
松
下
氏
の
⑬
（
意
志
近
似
）

も
こ
こ
に
属
せ
し
め
う
る
も
の
で
あ
る
。

他
動
詞
文
構
成
の
「
令
」
は
、
和
語
動
詞
に
お
け
る
接
尾
辞
「
ス
」
が
他
動
詞
語
尾
と
し
て
働
き
、
無
意
志
動
詞
を
意
志
動
詞
に
転
換
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ー
シ
ム
と
い
う
対
応
関
係
の
認
識
の
も
と
に
、
個
々
の
動
詞
の
語
性
に
応
じ
て
、
他
動
詞

語
尾
と
し
て
、
ま
た
意
志
動
詞
に
転
換
し
た
り
、
能
動
性
を
顕
示
す
る
た
め
に
「
令
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
用
法
の
用
例
数
は
、
i
九
例
‥
1
1
一
五
例
∴
聖
一
例
・
．
Ⅳ
二
一
例
の
合
計
五
六
例
で
あ
る
。

四
、
被
支
配
待
遇
的
表
現
の
「
令
」

使
役
表
現
の
「
令
」
は
、
そ
れ
を
取
り
除
く
と
文
の
論
理
構
造
が
変
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
「
令
」
を
取
り
除
い
て
も

文
の
論
理
構
造
に
変
更
を
生
じ
な
い
、
し
た
が
っ
て
使
役
表
現
と
は
異
な
る
「
令
」
が
他
動
詞
文
構
成
用
法
以
外
に
多
数
見
ら
れ
る
。



す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
和
化
漢
文
と
い
う
表
記
体
で
は
、
使
役
主
と
動
作
主
と
の
動
作
関
係
を
語
順
の
上
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
例

は
少
な
い
。
語
順
は
動
作
関
係
を
積
極
的
に
示
さ
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

a

而
件
居
所
、
為
二
要
害
之
輿
、
前
途
後
路
、
共
以
可
レ
令
レ
煩
二
人
馬
乏
間
、
令
レ
図
二
絵
彼
地
形
一
、

為
レ
得
二
其
意
」
兼
日
密
々
被
レ
遣
二
邦

挙
、
々
々
者
、
洛
陽
放
遊
客
也
、
（
略
）
向
二
兼
隆
之
館
一
、
酒
宴
郵
曲
之
際
、
兼
隆
入
レ
興
、
数
日
逗
留
之
間
、
如
レ
思
至
二
山
川
村
畢
悉

b
以
剣
融
矧
一
託
、
今
日
帰
参
（
一
9
オ
）

山
木
郷
に
軍
隊
を
派
遣
す
る
た
め
に
、
そ
の
地
形
を
図
絵
す
る
こ
と
を
頼
朝
に
命
じ
ら
れ
た
邦
道
が
、
そ
こ
を
図
絵
し
て
帰
参
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
二
つ
の
「
令
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
a
の
使
役
主
は
頼
朝
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
令
」
は
《
強
制
》
で

あ
る
。
し
か
し
、
b
で
は
、
動
作
主
で
あ
る
邦
道
が
主
語
に
立
つ
文
脈
で
あ
る
。
い
わ
ば
使
役
主
は
邦
道
で
あ
り
、
動
作
主
も
ま
た
邦
道
で

あ
る
。
形
式
的
に
言
え
ば
、
b
は
「
使
役
主
（
ガ
）
令
レ
動
詞
二
動
作
主
（
ニ
・
ヲ
二
で
表
現
し
得
る
よ
う
な
動
作
関
係
を
、
客
語
（
動
作
主
）

を
主
語
に
立
て
て
〔
動
作
主
（
ガ
）
令
二
動
詞
一
〕
と
表
現
し
た
も
の
と
言
え
る
。
あ
る
い
は
、
同
じ
動
作
関
係
を
、
a
は
使
役
主
側
か
ら
の
表

現
、
b
は
動
作
主
側
か
ら
の
表
現
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
b
の
形
式
は
、
動
作
主
の
行
為
が
、
自
ら
の
意
志
に
基
づ
く

も
の
で
は
な
く
て
、
他
者
に
支
配
さ
れ
て
す
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
意
味
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
動
作
主
の
行
為
が
な
ん
ら
か
の
支
配
下

（10）

に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
い
う
表
現
は
、
こ
れ
を
《
被
支
配
待
遇
的
表
現
》
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

《
被
支
配
待
遇
的
表
現
》
も
、
支
配
主
と
動
作
主
と
の
意
志
の
関
係
か
ら
、
《
被
動
》
《
許
容
依
頼
》
云
悪
意
》
に
分
け
ら
れ
る
。

0
被
動
こ
こ
に
《
被
動
》
と
す
る
の
は
、
靂
制
》
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
動
作
主
の
動
作
・
行
為
が
他
者
の
強
制
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
支
配
主
の
意
志
の
強
弱
か
ら
、
《
直
接
被
動
》
と
《
間
接
被
動
》
と
の
二
類
に
分
け
ら
れ
る
。

Ⅲ
直
接
被
動

支
配
者
の
直
接
的
働
き
か
け
に
よ
る
行
為
を
表
す
も
の
を
《
直
接
被
動
》
と
す
る
。
先
に
掲
げ
た
b
の
「
令
」
は
こ
れ
に
属
す
る
。
下
文

『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
の
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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の
例
を
挙
げ
よ
う
。

下
　
若
狭
国
松
永
井
宮
川
保
住
人

可
下
早
任
二
先
例
一
、
割
レ
勤
二
仕
国
衝
課
役
一
事

右
件
所
之
地
頭
、
宮
内
大
輔
重
頼
、
寄
二
事
於
所
職
＼
押
二
妨
国
一
由
事
、
依
二
国
解
小
目
レ
院
所
レ
被
二
仰
下
】
也
、
早
付
二
地
頭
一
事
之
外
、

於
二
国
衛
之
課
役
一
者
、
停
二
止
非
法
之
妨
一
、
任
二
先
例
一
、
可
レ
致
二
其
勤
】
之
状
、
如
レ
件
以
下

文
治
四
年
九
月
三
日
（
八
2
6
ウ
）

頼
朝
が
宮
川
保
住
人
に
国
衝
役
を
勤
め
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
章
構
成
か
ら
見
て
、
事
書
の
「
令
レ
勤
仕
」
の
動
作
主
は
宮
川

保
住
人
で
あ
っ
て
、
頼
朝
の
命
令
に
従
っ
て
勤
仕
す
べ
L
と
い
う
意
で
あ
る
。

こ
の
類
の
「
令
」
は
、
特
に
院
宣
・
下
文
等
の
上
意
下
達
の
命
令
文
に
盛
ん
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
文
書
の
み
な
ら
ず
、
宣
下
・
下
知
・

仰
せ
な
ど
に
よ
る
命
令
を
「
（
可
）
レ
令
二
動
詞
一
之
由
（
旨
）
」
の
よ
う
な
間
接
話
法
の
形
式
で
引
用
す
る
場
合
に
も
、
こ
の
種
の
「
令
」
が
よ
く

用
い
ら
れ
る
。

2
1
藤
原
秀
衡
、
可
レ
剖
追
t
討
武
衛
一
也
、
平
資
長
、
可
レ
追
二
討
木
曾
次
郎
義
仲
乏
由
、
宣
下
（
二
1
8
オ
）

2
2
若
有
二
由
緒
一
者
、
剖
参
二
上
政
所
一
、
可
レ
言
二
上
子
細
一
之
旨
、
被
二
仰
下
一
（
五
2
オ
）

2
3
今
日
騎
馬
勇
士
、
在
二
門
前
一
、
無
礼
也
、
可
レ
到
下
馬
乏
由
、
景
時
加
二
下
知
】
之
虞
（
十
4
2
オ
）

2
4
河
越
太
郎
重
頼
息
女
上
洛
、
為
レ
相
笥
嫁
源
廷
尉
一
、
是
依
二
武
衛
仰
一
、
兼
日
刊
約
諾
二
三
3
5
ウ
）

2
5
土
佐
上
人
、
琳
献
帰
国
、
剖
止
二
住
関
奉
、
可
レ
掌
二
一
寺
別
当
職
乏
由
、
頻
雄
二
抑
留
給
一
（
四
2
8
ウ
）

2
6
遣
レ
糎
之
程
、
到
堪
忍
一
、
可
レ
相
二
待
之
一
、
（
略
）
之
由
、
被
レ
遣
こ
御
書
於
参
州
井
御
家
人
等
中
二
四
9
ウ
）

2
5
は
頼
朝
が
土
佐
上
人
に
自
分
の
言
葉
に
従
っ
て
、
関
東
に
留
ま
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
2
6
は
前
線
に
あ
る
参
州
に
対
し
て
、

兵
糧
を
遣
わ
す
の
で
堪
え
忍
べ
と
頼
朝
が
命
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。



右
の
諸
例
は
、
「
宣
下
・
下
知
・
仰
セ
」
な
ど
の
語
か
ら
、
そ
の
動
作
・
行
為
が
支
配
主
の
命
令
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
で
あ
る
が
、

次
例
の
如
く
、
文
脈
上
か
ら
そ
う
と
判
断
さ
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

2
7
本
三
位
中
将
、
自
二
伊
豆
国
一
、
来
二
著
鎌
倉
一
、
（
略
）
狩
野
介
一
族
郎
従
等
、
毎
夜
十
人
、
到
結
番
一
、
守
二
護
之
一
（
三
2
0
ウ
）

2
8
著
二
讃
岐
国
一
誘
二
住
人
等
一
欲
二
相
異
】
、
各
到
帰
伏
一
（
三
3
6
オ
）

次
の
如
く
被
支
配
者
と
し
て
の
職
務
行
為
を
表
す
動
詞
に
付
く
も
の
も
、
こ
の
類
で
あ
る
。

2
9
為
二
御
代
草
創
守
二
護
当
国
一
、
相
コ
待
平
氏
襲
来
二
二
1
1
ウ
）

3
0
而
為
二
庄
内
田
地
七
町
作
人
一
、
令
二
世
渡
乏
由
言
上
（
七
1
6
オ
）

3
1
仇
於
二
時
政
－
、
給
二
七
箇
国
地
頭
職
一
者
、
各
為
下
剖
遂
二
勧
農
一
候
上
（
六
1
2
オ
）

松
下
氏
の
③
（
使
役
3
　
受
身
近
似
）
は
こ
こ
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

聞
間
接
被
動

支
配
主
の
直
接
的
働
き
か
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
動
作
・
状
態
が
動
作
主
の
動
作
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
を
裔
接

被
動
》
と
す
る
。

3
2
停
車
披
二
返
状
乏
後
、
知
二
神
慮
不
快
之
申
、
更
到
周
章
（
二
3
2
ウ
）

3
3
能
盛
、
聞
二
此
華
馳
出
、
竹
根
引
冒
、
射
二
所
レ
残
之
疋
夫
一
、
彼
等
到
叫
喚
一
馳
騒
（
四
3
2
オ
）

3
4
対
二
殊
武
将
」
忽
決
二
雌
雄
乏
條
、
為
二
重
事
乏
間
、
柳
到
思
案
簸
、
顔
色
頗
剖
可
変
（
三
2
9
オ
）

3
5
万
民
為
レ
之
、
含
二
愁
訴
一
、
諸
国
依
二
此
華
、
到
凋
弊
一
（
六
4
3
ウ
）

3
4
は
松
下
氏
が
「
な
り
ゆ
き
・
あ
り
さ
ま
・
継
続
」
（
④
）
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
忠
頬
を
討
つ
べ
く
命
じ
ら
れ
た
祐
経
の
困
惑
と
表
情

と
を
述
べ
た
も
の
で
、
《
間
接
被
動
》
と
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

事
態
が
支
配
主
に
立
つ
場
合
に
は
、
不
可
抗
力
な
状
況
の
た
め
に
、
止
む
な
く
す
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
意
を
表
す
も
の
に
な
る
。

『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
の
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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3
6
京
都
之
経
廻
難
治
之
間
、
令
レ
流
二
行
諸
国
一
隠
二
身
於
在
々
所
々
一
（
四
3
4
オ
）

3
7
位
肥
後
国
住
人
、
菊
池
二
郎
高
直
、
為
レ
去
二
当
時
之
難
t
、
到
帰
伏
乏
由
（
二
2
9
オ
）

3
8
然
而
如
二
当
時
】
者
朝
敵
追
討
之
間
、
依
レ
無
レ
他
事
、
若
到
遅
々
一
候
欺
（
四
1
4
ウ
）

3
9
家
真
、
粧
二
軍
輿
錐
レ
及
二
数
度
∴
終
不
レ
凌
二
風
波
一
、
空
以
到
帰
洛
二
七
2
8
オ
）

松
下
氏
が
「
使
役
6
　
完
了
・
確
認
」
と
さ
れ
る
⑩
も
、
日
数
の
経
過
が
原
因
と
な
っ
て
、
俊
綱
の
首
の
様
子
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
因
果
関
係
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
《
間
接
被
動
》
の
「
令
」
と
さ
れ
る
。

⇔
許
容
依
頼

動
作
主
自
ら
の
主
体
性
に
お
い
て
行
う
動
作
を
使
役
主
が
妨
げ
る
こ
と
な
く
認
め
る
《
許
可
》
に
対
応
す
る
も
の
で
、
そ
の
動
作
主
が
主

語
に
立
つ
場
合
で
あ
る
。
支
配
主
の
許
可
を
頂
い
て
す
る
行
為
で
あ
る
意
を
表
す
。
こ
れ
を
《
許
容
依
頼
》
と
す
る
。
次
の
如
き
例
で
あ
る
。

4
0
不
レ
書
二
義
愚
詞
一
、
併
到
省
略
一
候
畢
（
四
3
4
ウ
）

4
1
頼
朝
こ
そ
可
t
勧
仕
一
事
に
て
候
へ
ば
、
愚
力
の
及
候
ハ
ん
程
ハ
、
可
レ
到
奔
走
一
候
（
九
5
ウ
）

波
　
　
　
　
　
　
　
　
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
ー
　
　
　
　
天
　
　
　
　
　
仁
　
　
礼
留
　
　
　
　
　
乃
　
　
乃
　
輿
利
　
　
　
　
　
天

4
2
頼
朝
訪
二
遠
祖
】
、
神
武
天
皇
初
　
日
本
国
豊
葦
原
水
穂
　
令
二
濫
傷
一
五
十
六
代
　
相
当
　
清
和
天
皇
　
第
三
　
孫
　
携
二
武
芸
一
（
二
2
5
ウ
）

松
下
氏
の
「
謙
譲
」
と
さ
れ
る
②
も
右
の
類
で
あ
る
。

《
許
容
依
頼
》
は
、
支
配
主
の
許
可
を
得
て
す
る
意
で
あ
り
、
「
～
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
謙
譲
の
意
味
あ
い
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
謙
譲
動
詞
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
も
の
が
殆
ど
を
占
め
る
。

4
3
直
実
此
間
在
国
、
今
日
到
参
上
一
賜
二
件
下
文
一
（
二
3
3
オ
）

4
4
可
レ
鎮
二
芳
狼
籍
乏
由
、
泉
到
存
知
－
候
之
虞
、
不
審
次
第
出
来
候
（
五
2
4
オ
）

竺
ハ
月
一
日
御
教
書
、
七
月
廿
八
日
到
来
、
謹
以
到
拝
畢
候
託
（
六
5
2
オ
）

4
6
可
レ
到
停
二
止
非
法
乏
由
、
成
二
下
文
∴
到
進
上
一
候
（
八
2
6
オ
）



弄
容
依
頼
》
は
「
謙
譲
」
に
極
め
て
近
い
の
で
あ
る
が
、
「
ス
・
サ
ス
」
に
単
独
で
「
謙
譲
」
を
表
す
用
法
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
豪
支

配
待
遇
的
表
現
》
と
し
て
取
り
扱
う
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
弄
容
依
頼
》
の
「
令
」
は
書
状
・
請
文
・
原
文
な
ど
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
文
章
で
は
、
表
現
主
体
が
動
作
主
体
と
な
る
動
詞
の
頻
出
す
る
文
章
で
あ
る
ゆ
え
で
あ
る
。

臼
　
窓
意

姦
任
》
に
対
応
す
る
も
の
で
、
姦
任
》
で
の
動
作
主
に
相
当
す
る
も
の
が
主
語
に
立
つ
形
式
で
あ
る
。
支
配
主
の
関
与
で
き
な
い
と
こ

ろ
で
な
さ
れ
る
行
為
に
対
し
て
、
姦
任
憲
支
配
主
の
責
任
と
し
て
捉
え
る
表
現
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
支
配
主
の
意
志
に
反
し
、
不

利
益
を
被
ら
せ
る
動
作
主
の
責
任
行
為
と
捉
え
る
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
を
《
窓
意
》
と
す
る
。

動
作
主
の
行
為
は
意
志
的
な
も
の
と
無
意
志
的
な
も
の
と
が
あ
る
。
意
志
的
行
為
の
場
合
に
は
支
配
主
の
意
志
に
反
す
る
こ
と
を
故
意
に

す
る
と
い
う
意
を
表
す
こ
と
に
な
る
。

4
7
干
レ
時
、
剖
興
二
景
親
一
、
奉
レ
射
二
源
家
乏
輩
、
後
悔
鈴
レ
魂
（
一
3
6
オ
）

4
8
縦
錐
レ
到
達
二
背
予
」
争
不
レ
博
二
後
聞
t
乎
（
四
3
7
ウ
）

4
9
近
日
遠
江
国
、
居
住
御
家
人
等
、
以
二
武
威
一
窓
到
内
奏
一
（
四
3
2
ウ
）

5
0
（
略
）
ナ
ン
ト
テ
候
シ
バ
、
何
二
到
忘
却
一
欺
、
希
有
悪
兵
衛
尉
哉
（
四
2
2
オ
）

5
0
の
「
令
二
忘
却
一
」
は
、
こ
の
場
合
、
意
図
的
に
忘
れ
る
意
で
あ
る
。

憲
意
》
の
「
令
」
の
大
多
数
は
右
の
よ
う
な
意
志
的
行
為
を
表
す
動
詞
に
付
さ
れ
て
い
る
。
「
令
」
が
付
さ
れ
る
動
詞
を
掲
げ
る
と
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
味
ス
・
同
意
ス
・
輿
同
ス
・
興
カ
ス
・
属
ス
・
同
心
合
力
ス
・
同
心
与
力
ス
・
（
ヲ
）
致
ス
・
巧
ム
・
忽
緒
ス
・
押
シ
取
ル
・
詰
責

ス
・
違
背
ス
・
違
犯
ス
・
封
博
ス
・
押
シ
領
ス
・
容
隠
ス
・
未
済
ス
・
難
済
ス
・
抑
留
ス
・
括
却
ス
・
閑
散
ス
・
追
捕
ス
・
推
参
ス
・

経
廻
ス
・
乱
入
ス
・
首
途
ス
・
居
住
ス
・
牢
籠
ス

『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
の
用
法
に
つ
い
て
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松
下
氏
の
⑤
（
使
役
5
）
⑨
⑫
（
使
役
6
）
⑫
（
丁
寧
）
も
、
こ
こ
に
属
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

無
意
志
的
行
為
に
付
く
用
例
も
わ
ず
か
な
が
ら
あ
る
。

型
一
品
仰
日
、
使
者
申
詞
、
相
達
哉
、
中
八
者
、
定
到
討
死
欺
、
橘
次
者
、
逐
電
欺
（
十
3
ウ
）

5
2
供
料
米
六
十
八
石
、
為
二
毎
年
役
一
、
被
レ
施
レ
之
、
若
到
不
足
一
者
、
引
二
募
庄
内
乃
貢
－
（
略
）
之
由
、
被
レ
仰
二
遣
源
内
民
部
太
夫
行
軍

（
七
1
5
オ
）

5
3
新
日
吉
社
御
領
、
武
蔵
国
河
肥
庄
事
、
本
臼
為
二
請
所
一
、
令
レ
進
二
新
年
軍
候
之
所
也
、
而
去
年
、
領
家
到
逝
事
之
由
、
依
二
承
候
一

不
レ
知
下
可
レ
進
二
年
貢
】
之
所
上
候
（
六
5
2
オ
）

こ
れ
ら
の
「
令
」
は
、
そ
の
動
作
・
状
態
の
実
現
が
、
不
都
合
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
を
表
し
て
い
る
。
5
3
は
、
領
家
が
逝
去
し

た
（
死
な
れ
て
し
ま
っ
た
）
た
め
に
、
年
貢
納
入
の
所
管
が
不
明
に
な
り
、
そ
の
為
に
年
貢
を
納
め
る
こ
と
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
を
弁
解
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
三
節
で
掲
げ
た
4
の
例
も
、
朝
政
を
主
語
と
見
れ
ば
、
こ
こ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

《
被
支
配
者
待
遇
的
表
現
》
の
「
令
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
は
、
0
m
二
五
八
例
・
聞
〓
一
例
・
0
二
四
例
・
日
六
八
例
で
あ
る
。
《
窓

意
》
の
「
令
」
は
　
『
御
成
敗
式
目
』
　
に
多
数
見
ら
れ
る
用
法
で
も
あ
っ
た
。
武
家
社
会
で
は
許
さ
れ
な
い
《
悪
意
》
的
行
為
を
規
定
す
る
法

令
集
で
あ
れ
ば
、
こ
の
類
の
「
令
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
ま
　
と
　
め

以
上
、
『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
の
意
味
用
法
を
体
系
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
用
例
の
掲
示
を
極
力
少
な
く
し
、
そ

れ
に
対
す
る
説
明
も
極
め
て
簡
略
に
済
ま
せ
た
た
め
、
意
を
尽
く
さ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
随
時
指
摘
し
た
よ
う
に
、
松
下
氏
の
分
類
と

は
異
な
る
と
こ
ろ
の
多
い
も
の
と
な
っ
た
。
本
稿
で
考
察
し
た
結
果
を
纏
め
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

Ⅲ
「
令
」
は
他
動
詞
文
構
成
に
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
接
尾
辞
「
ス
」
の
意
味
用
法
に
並
行
す
る
も
の
で
あ
る
。



廟
単
独
で
尊
敬
を
表
す
と
す
べ
き
積
極
的
な
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

㈲
和
化
漢
文
の
「
令
」
の
意
味
用
法
を
複
雑
な
も
の
に
見
せ
て
い
る
の
は
《
被
支
配
待
遇
的
表
現
》
の
「
令
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
使
役

表
現
形
式
で
は
動
作
主
で
あ
る
も
の
を
主
語
に
立
て
た
表
現
形
式
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
動
作
主
を
主
語
に
立
て
れ
ば
、
通
常
の
文

表
現
と
し
て
受
身
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
『
吾
妻
鏡
』
（
和
化
漢
文
）
に
お
い
て
は
、
支
配
主
と
動
作
主
の
間
の
動
作
関
係
が
強
く
意
識
さ
れ

る
場
合
に
は
、
動
作
主
を
主
語
に
立
て
る
場
合
で
も
、
「
令
」
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
支
配
・
被
支
配
関
係
が
強
く

意
識
さ
れ
た
文
章
表
現
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
令
」
が
特
に
多
用
さ
れ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

Ⅲ
に
関
連
し
て
は
、
使
役
の
助
動
詞
及
び
接
尾
辞
と
し
て
の
「
ス
」
と
「
シ
ム
」
と
の
関
連
を
さ
ら
に
究
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
畑
の
事
実
か
ら
、
例
え
ば
親
鸞
の
『
三
帖
和
讃
』
等
に
見
ら
れ
る
単
独
で
尊
敬
ま
た
は
謙
譲
の
如
く
使
用
さ
れ
て
い
る
多
く
の
「
シ

ム
」
（
例
え
ば
、
「
○
末
法
五
濁
ノ
衆
生
ハ
、
聖
道
ノ
修
行
や
叫
勾
ト
モ
、
ヒ
ト
リ
モ
証
ヲ
エ
ジ
ト
コ
ソ
、
教
主
世
尊
ハ
ト
キ
ク
マ
へ
」
（
三
帖
和
讃
一
七

五
）
等
）
も
『
吾
妻
鏡
』
の
豪
支
配
待
遇
的
表
現
》
完
被
動
》
）
用
法
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
釈

へ
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
『
吾
妻
鏡
』
の
「
令
」
の
意
味
用
法
の
記
述
を
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
の
考
察
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注（
1
）
　
青
木
孝
「
吾
妻
鏡
に
見
え
る
謙
譲
の
『
令
（
シ
ム
）
』
」
（
『
青
山
女
子
短
大
紀
要
』
1
8
輯
　
昭
和
3
9
）
・
片
岡
了
「
中
世
に
お
け
る
『
シ
ム
』
の
一

用
法
」
（
『
大
谷
学
報
』
空
4
　
昭
和
伯
・
3
）
・
中
川
浩
文
「
三
帖
和
讃
に
お
け
る
『
シ
ム
』
の
用
法
」
（
『
女
子
大
国
文
』
3
号
　
昭
和
聖
5
）

等
。

（
2
）
　
榎
克
明
「
再
帰
的
助
動
詞
『
し
む
』
－
シ
ン
ラ
ン
研
究
つ
い
で
ー
」
（
『
譜
文
』
1
7
輯
　
昭
和
3
1
・
7
）

『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
の
用
法
に
つ
い
て
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（7）（8）（9）（10）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

森
野
宗
明
「
助
動
詞
シ
ム
の
特
殊
用
法
」
　
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
5
巻
1
号
　
昭
和
3
8
・
3
）

重
見
一
行
「
親
鷲
の
和
讃
に
お
け
る
『
シ
ム
』
　
の
用
法
～
鎌
倉
期
和
化
漢
文
中
の
苓
』
に
関
す
る
試
論
－
」
　
（
『
国
語
国
文
』
昭
和
5
2
・
1
0
）

拙
稿
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
『
令
』
　
の
一
用
法
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
5
輯
　
昭
和
5
7
・
5
）

注
（
1
）
青
木
論
文
及
び
松
下
貞
三
「
吾
妻
鏡
に
お
け
る
『
令
（
シ
ム
）
』
　
の
考
察
1
漢
文
和
化
の
道
を
た
ず
ね
て
－
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
5
0
・

5
）
。
な
お
、
松
下
論
文
の
方
法
に
従
っ
た
和
化
漢
文
の
「
令
」
の
研
究
と
し
て
、
堀
畑
正
臣
「
平
安
時
代
の
記
録
体
漢
文
に
お
け
る
『
令
（
シ
ム
）
』

に
つ
い
て
－
　
買
信
公
記
』
を
中
心
に
し
て
ー
」
　
（
『
国
語
国
文
研
究
と
教
育
』
9
　
昭
和
5
6
・
1
）
　
が
あ
る
。

『
寛
永
版
影
印
振
り
仮
名
つ
き
吾
妻
鏡
』
　
（
汲
古
書
院
刊
）
　
に
よ
る
。

全
巻
を
調
査
さ
れ
た
松
下
氏
は
、
「
令
～
賜
」
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
国
語
学
大
辞
典
』
の
「
使
役
表
現
」
（
青
木
伶
子
執
筆
）
。
使
役
表
現
と
他
動
詞
と
を
厳
密
に
区
別
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
は
、
青
木
怜
子
「
使

役
－
自
動
詞
・
他
動
詞
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
－
」
　
（
『
成
棋
国
文
』
　
1
0
　
昭
和
5
2
）
　
に
詳
し
い
。

注
（
3
）
森
野
論
文
の
用
語
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。




